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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
夢
旅
人

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
７
７
８
５
Ｈ

【
作
者
名
】

　
市
丸
乱
菊

【
あ
ら
す
じ
】

　
様
子
が
お
か
し
い
松
本
乱
菊
に
近
寄
る
と
・
・
・
・
日
番
谷
隊
長
が
松
本
の

夢
に
入
り
込
み
ま
す
。
そ
こ
で
見
た
も
の
は
・
・
・
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「
っ
た
く
・
・
・
・
・
・
松
本
・
・
・
・
・
・

　
お
前
は
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。
」

藍
染
隊
長
の
謀
反
の
後
、
よ
う
や
く
落
ち
着
い
て
き
た
こ
の
頃
。

十
番
隊
隊
舎
の
執
務
室
で
は
、
毎
日
の
よ
う
に
こ
の
光
景
が
あ
っ
た
。

デ
ス
ク
の
上
に
顔
を
埋
め
る
松
本
副
隊
長
。

「
俺
も
一
段
落
し
た
し
・
・
・
・
。
寝
る
か
・
・
・
・
・
。
ふ
ぁ
ぁ
ー
ー
ー
ー

ー
ー
ぁ
・
・
」

大
き
く
背
伸
び
し
、
ソ
フ
ァ
ー
に
寝
転
が
っ
た
。

す
る
と
、
そ
の
と
き
・
・
・

「
・
・
・
か
な
い
で
っ
・
・
・
・
・
・
」

び
っ
く
り
し
た
日
番
谷
は
、
は
っ
と
起
き
上
が
っ
た
。
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「
ま
っ
松
本
っ
！
？
！
？
」

松
本
を
見
た
が
、
普
通
に
寝
て
い
た
。

「
行
か
な
い
で
っ
・
・
・
・
・
・
・
・
！
」

松
本
の
周
り
に
灰
が
集
ま
る
。

「
灰
猫
？
松
本
っ
！
！
霊
圧
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
ろ
っ
！
！
！
」

日
番
谷
は
松
本
の
ほ
う
に
向
か
っ
た
。

時
す
で
に
遅
し
、
部
屋
中
が
灰
だ
ら
け
に
な
っ
て
い
た
。

「
松
本
ぉ
ぉ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
っ
！
！
！
！
」

肩
を
ゆ
す
る
が
、
起
き
な
い
。

「
置
い
て
か
な
い
で
っ
・
・
・
・
・
ギ
ン
っ
！
！
」

松
本
が
叫
ん
だ
瞬
間
・
・
・
・
・
・

日
番
谷
の
目
の
前
が
、
突
然
ま
ぶ
し
く
な
っ
た
。

「
ま
つ
も
っ
・
・
・
・
・
う
わ
っ
！
！
！
」
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意
識
が
遠
の
く
の
が
わ
か
っ
た
。

日
番
谷
が
目
を
覚
ま
す
と
、
外
に
出
て
い
た
。

「
な
ん
だ
？
こ
こ
は
・
・
・
？
」

見
渡
す
と
、
枯
れ
木
ば
か
り
で
、
殺
風
景
な
場
所
だ
っ
た
。

そ
し
て
倒
れ
て
る
少
女
を
発
見
し
た
。

「
大
丈
夫
か
？
」

声
を
か
け
る
が
返
事
が
な
い
。

抱
き
起
こ
そ
う
と
す
る
と
、
手
が
す
り
抜
け
る
。

「
一
体
な
ん
な
ん
だ
・
・
・
・
？
こ
こ
は
・
・
・
・
？
」

自
分
の
手
を
眺
め
た
。
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薄
々
気
付
く
。

恐
ら
く
自
分
は
異
空
間
に
い
る
の
だ
と
・
・
・
。

す
る
と
、
道
の
先
か
ら
一
人
の
男
の
子
が
何
か
を
腕
い
っ
ぱ
い
に
抱
え
て
歩
い

て
き
た
。

「
ん
？
」

少
年
が
倒
れ
て
る
少
女
に
気
付
い
た
。

少
女
の
と
こ
ろ
に
歩
い
て
い
く
。

「
や
っ
ぱ
り
俺
の
姿
は
見
え
て
ね
ー
な
・
・
・
。
」

日
番
谷
は
た
め
息
を
つ
い
た
。

「
食
べ
。
」

ニ
コ
ニ
コ
し
た
少
年
が
少
女
の
口
元
に
腕
い
っ
ぱ
い
に
抱
え
た
干
し
柿
を
１
個

差
し
出
す
。
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「
腹
へ
っ
て
倒
れ
ら
れ
る
ゆ
う
こ
と
は
、
キ
ミ
も
あ
る
ん
や
ろ
？

　
霊
力
。
」

「
・
・
・
・
・
キ
ミ
・
・
・
・
も
・
・
・
？
」

少
女
が
出
せ
る
限
り
の
声
を
出
し
た
。

「
あ
ァ
。
ボ
ク
も
や
。
市
丸
ギ
ン
、
よ
ろ
し
ゅ
う
な
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
市
丸
っ
？
？
？
？
？
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
番
谷
は
驚
い
た
。

子
供
の
と
き
の
市
丸
？
？
？
？

そ
う
す
る
と
こ
の
少
女
は
・
・
・
？

「
ギ
ン
・
・
・
・

　
・
・
・
・
・
変
な
名
前
・
・
・
。
」

「
変
な
名
前
？
？
・
・
・
・
・
ボ
ク
は
か
っ
こ
え
え
と
思
て
て
ん
け
ど
な
あ
ぁ
・

・
・
・
・
は
ぁ
・
・
・
・
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せ
や
。
キ
ミ
名
前
は
？
」

「
・
・
・
・
・
松
本
・
・
乱
菊
・
・
・
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
松
本
っ
・
・
？
！
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
少
し
驚
い
た
が
、
す
ぐ
に
理
解
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
る
ほ
ど
・
・
・
・
・
そ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
の

か
・
・
・
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
の
霊
圧
が
暴
走
し
た
せ
い
で
、
松
本
の
夢
に

入
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
・
・
。

「
乱
菊
？
か
わ
い
い
名
前
や
な
あ
。
仲
良
ぅ
し
よ
な
♪

　
起
き
上
が
れ
る
か
ぁ
？
」

市
丸
は
手
を
差
し
出
し
た
。

「
・
・
・
う
ん
。
」

市
丸
の
手
を
と
り
、
松
本
が
起
き
上
が
っ
た
。

「
・
・
・
こ
れ
美
味
し
い
ね
・
・
・
。
な
ん
て
い
う
食
べ
物
な
の
？
」
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干
し
柿
を
食
べ
な
が
ら
、
市
丸
に
聞
く
。

「
な
ん
や
、
食
べ
た
こ
と
な
い
ん
か
ぁ
。
こ
れ
は
干
し
柿
ゆ
う
て
な
・
・
め
っ

ち
ゃ
お
い
し
い
ね
ん
っ
♪
」

そ
う
言
っ
て
嬉
し
そ
う
に
市
丸
も
頬
張
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
る
と
突
然
、
日
番
谷
の
目
の
前
が
ま
ぶ
し
く
光

っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
ま
た
か
・
・
・
・
・
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
す
が
天
才
少
年
。
も
う
動
じ
な
く
な
っ
て
い
た
。

「
な
ぁ
。
乱
菊
っ
て
誕
生
日
い
つ
？
」

市
丸
が
問
い
か
け
る
。
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松
本
の
顔
が
曇
る
。

「
知
ら
な
い
。
あ
ん
た
と
会
う
ま
で
日
に
ち
数
え
ら
れ
る
よ
う
な
生
活
し
て
な

か
っ
た
し
・
・
。
」

し
ば
ら
く
の
沈
黙
の
後
、
市
丸
が
口
を
開
い
た
。

「
・
・
・
・
・
・
な
ら
、
ボ
ク
と
会
う
た
日
が
乱
菊
の
誕
生
日
や
。
」

え
？
？
？

っ
と
し
た
顔
で
市
丸
を
見
た
。

「
な
っ
。
え
え
や
ろ
乱
菊
。
」

乱
菊
は
き
ょ
と
ん
と
し
て
い
る
。

「
い
つ
？
」

「
９
月
２
９
日
に
会
う
た
ん
や
で
♪
」

「
９
月
２
９
日
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

松
本
は
少
し
照
れ
な
が
ら
少
し
笑
っ
た
・
・
・
・

　　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
・
・
・
・
皆
同
じ
さ
。
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”
自
分
の
生
ま
れ
た
日
が
何
時
か
”
な
ん
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
覚
え
て
る
人
は
誰
も
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ
自
分
の
信
頼
す
る
人
が
告
げ
た
日
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
ま
ま
信
じ
る
し
か
な
い
ん
だ
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
本
当
か
ど
う
か
は
問
題
じ
ゃ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
自
分
の
誕
生
日
を
し
っ
て
い
る
」
こ
と
そ

れ
自
体
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
既
に
幸
せ
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
僕
は
思
う
ん

だ
よ
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藍
染
が
言
っ
て
た
な
・
・
・
・
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
当
に
そ
の
と
お
り
な
の
か
も
な
・
・
・
・
・

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
・
・
・
・
・

「
ね
え
。
ギ
ン
の
誕
生
日
は
い
つ
な
の
？
」

今
度
は
松
本
が
聞
き
返
し
た
。

「
ボ
ク
は
９
月
１
０
日
や
♪
ち
ゃ
ん
と
覚
え
と
い
て
な
ｗ
」

「
近
い
ね
あ
た
し
ら
♪
」
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「
せ
や
ね
。
」

二
人
は
笑
顔
に
包
ま
れ
て
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
し
て
ま
た
日
番
谷
が
光
に
包
ま
れ
た
。

「
ギ
ン
ー
ー
ー
ー
っ
！
そ
っ
ち
い
っ
た
よ
ー
ー
ー
！
！
！
」

河
で
遊
ん
で
る
松
本
と
市
丸
が
い
た
。

「
よ
っ
し
ゃ
ー
、
で
っ
か
い
の
捕
ま
え
た
る
か
ら
な
っ
♪
」

尖
っ
た
木
の
枝
で
、
市
丸
は
魚
を
数
匹
あ
っ
と
い
う
間
に
刺
し
て
し
ま
っ
た
。

「
乱
菊
ぅ
ー
！
と
っ
た
で
ぇ
ー
ー
ー
！
！
！
」

子
供
ら
し
い
笑
顔
で
大
き
く
松
本
に
手
を
振
る
。

「
や
っ
ぱ
す
ご
い
な
あ
。
ギ
ン
は
・
・
・
・
」

市
丸
の
そ
ば
ま
で
走
っ
て
き
た
乱
菊
は
口
を
尖
ら
せ
て
ち
ょ
っ
と
悔
し
そ
う
だ

っ
た
。
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「
当
た
り
前
や
ん
か
。
男
は
女
の
子
守
ら
な
あ
か
ん
ね
ん
。

　
そ
ん
な
こ
と
は
ど
う
で
も
え
え
や
ん
ｗ

　
は
よ
食
べ
よ
♪
」

「
う
ん
♪
」

「
ほ
ら
っ
」

市
丸
が
差
し
出
し
た
手
を
に
ぎ
っ
た
乱
菊
は
二
人
で
川
辺
に
上
が
っ
て
い
っ
た
。

二
人
の
顔
に
は
幸
せ
そ
う
な
笑
顔
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
丸
・
・
・
お
前
・
・
・

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
事
な
も
の
が
あ
っ
た
ん
だ
な
・
・
・
・
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
し
て
ま
た
、
日
番
谷
の
目
の
前
が
光
っ
た
。
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こ
こ
は
・
・
？
な
ん
だ
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薄
汚
い
小
屋
の
中
み
た
い
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
供
二
人
が
そ
こ
に
寝
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
こ
ん
な
と
こ
に
住
ん
で
た
の
か
・
・
・
・
・
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
番
谷
も
流
魂
街
出
身
だ
が
、
ち
ゃ
ん
と
家
は

あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

突
然
、

「
う
わ
あ
あ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
あ
ぁ
あ
ぁ
あ
っ
！
！
！
！
」

ば
っ
と
市
丸
が
起
き
上
が
る
。

す
ご
い
汗
だ
。

「
は
ぁ
は
ぁ
・
・
・
・
・
」

汗
が
止
ま
ら
な
い
。

「
な
ん
や
・
・
・
あ
れ
は
・
・
・
・
・
は
ぁ
は
ぁ
っ
・
・
・
・
」

市
丸
は
息
を
切
ら
し
な
が
ら
、
と
な
り
で
寝
て
る
少
女
を
見
て
ほ
っ
と
す
る
。
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「
こ
こ
ん
と
こ
毎
日
同
じ
夢
み
る
わ
・
・
・
・
・
・
・
・

　
疲
れ
と
ん
か
な
あ
・
・
・
・
・
」

額
の
汗
を
腕
で
ぬ
ぐ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
丸
・
・
・
・
・
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
霊
力
が
つ
よ
く
な
っ
て
き
て
抑
え
ら
れ
て
な

い
じ
ゃ
な
い
か
・
・
・
・
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俺
と
一
緒
だ
っ
た
の
か
・
・
・
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
と
、
日
番
谷
が
松
本
と
初
め
て
会
っ
た
と

き
の
こ
と
を
思
い
出
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俺
は
ば
ー
ち
ゃ
ん
を
殺
し
か
け
て
・
・
・
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
死
神
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
の
と
き
松
本
が
い
て
く
れ
な
か
っ
た
ら
・
・

・
・
・
・
・
・
・

す
る
と
、
は
っ
と
し
た
。

血
？

「
な
ん
や
こ
れ
は
？
？
？
」
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市
丸
は
自
分
の
腕
を
見
る
と
、
小
さ
な
切
り
傷
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
。

「
乱
菊
は
？
？
？
」

頬
に
微
か
の
傷
が
で
き
て
い
た
。

「
あ
の
刃
か
・
・
・
・
・
？
」

は
っ
と
し
た
。

「
ま
さ
か
・
・
・
・
」

自
分
の
両
手
の
手
の
ひ
ら
を
見
て
震
え
る
。

「
あ
の
刃
が
乱
菊
に
あ
た
っ
た
ら
・
・
・
・
・
・
」

市
丸
は
立
ち
上
が
り
、
自
分
の
毛
布
を
乱
菊
に
か
け
た
。

「
さ
い
な
ら
。
乱
菊
。
」

し
ん
し
ん
と
降
る
雪
の
中
、
市
丸
は
出
て
行
っ
た
。

し
ば
ら
く
し
て
松
本
が
目
覚
め
た
。

「
あ
れ
？
ギ
ン
？
？
」
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き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
し
た
。

と
な
り
に
は
市
丸
の
冷
た
く
な
っ
た
茣
蓙
が
あ
っ
た
。

小
さ
な
小
屋
の
入
り
口
に
は
、
小
さ
な
草
履
の
足
跡
が
、
雪
の
中
へ
消
え
て
い

っ
て
い
た
。

松
本
は
し
た
を
向
き
、
ず
っ
と
そ
の
足
跡
を
見
つ
め
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
・
・
・
・
・
・
・
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俺
に
は
ば
ー
ち
ゃ
ん
が
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雛
森
も
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俺
は
周
り
か
ら
は
怖
が
ら
れ
て
い
た
け
ど
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
二
人
が
居
た
か
ら
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
し
て
ま
た
あ
た
り
が
眩
し
く
な
っ
た
。
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こ
・
・
・
・

こ
こ
は
双
極
の
丘
？
？
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
動
か
な
い
で
。
」

松
本
が
市
丸
の
首
に
刀
を
つ
け
る
。

「
・
・
・
・
・
・
す
ん
ま
せ
ん
。
藍
染
隊
長
。
つ
か
ま
っ
て
も
た
。
」

藍
染
は
砕
蜂
と
四
楓
院
に
つ
か
ま
っ
て
い
る
。

東
仙
は
檜
佐
木
に
つ
か
ま
っ
て
い
る
。
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天
空
に
は
１
０
対
以
上
の
大
虚
。

そ
し
て
天
か
ら
半
膜
が
降
り
注
ぐ
。

そ
の
光
の
中
で
は
、
外
か
ら
は
も
う
何
も
で
き
な
い
。

「
・
・
・
・
ち
ょ
っ
と
残
念
や
な
あ
・
・
・
・
・
・
・
・

　
も
う
ち
ょ
と
捕
ま
っ
と
っ
て
も
良
か
っ
た
の
に
・
・
・
・

　
さ
い
な
ら

　
乱
菊

　
ご
免
な
。
」
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松
本
は
何
も
言
え
な
か
っ
た
。

最
後
に
あ
ん
な
優
し
い
表
情
を
す
る
な
ん
て
・
・
・
・
・
・

余
計
に
胸
が
詰
る
・
・
・
・
・

ギ
ン
っ
！
！

い
か
な
い
で
っ
！
！
！

お
願
い
・
・
・
・

も
う
ど
こ
に
も
行
か
な
い
で
・
・
・
・
・
・
・
・
。

声
に
は
出
せ
な
か
っ
た
。

そ
う
し
て
３
人
の
隊
長
が
天
に
消
え
て
い
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俺
が
倒
れ
て
る
と
き
に
こ
ん
な
こ
と
が
・
・
・

・
・
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
し
て
日
番
谷
は
黒
い
闇
に
覆
わ
れ
た
。
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気
が
つ
く
と
、
灰
に
包
ま
れ
た
執
務
室
だ
っ
た
。

机
に
は
寝
て
い
る
松
本
。

目
に
は
涙
が
。

「
松
本
っ
！
！
！
起
き
る
ん
だ
っ
！
！
！
！
！
！
」

お
お
き
く
揺
さ
ぶ
る
。

「
？
？
？
？
？
？

　
た
い
ち
ょ
ー
ー
？
？

　
ど
う
し
た
ん
で
す
か
？
？
」

す
っ
と
目
が
覚
め
る
。

す
る
と
不
思
議
な
こ
と
に
灰
が
消
え
て
い
た
。

「
あ
・
・
・
・
・
・
い
や
・
・
・
・
」

起
き
て
胸
を
撫
で
下
ろ
し
た
。

「
夢
を
見
て
た
ん
で
す
。

　
昔
の
・
・
・
懐
か
し
い
夢
を
・
・
・
・
・
。
」



21

「
そ
う
か
。

　
ひ
と
つ
だ
け
忠
告
す
る
。

　
涙
を
ふ
け
・
・
・
・
・
。
」

後
ろ
を
向
き
、
て
く
て
く
と
歩
い
て
行
っ
た
。

「
え
？
」

松
本
は
自
分
が
知
ら
な
い
間
に
、
目
に
い
っ
ぱ
い
涙
を
た
め
て
い
た
。

「
な
ん
で
だ
ろ
・
・
・
・

　
な
ん
で
こ
ん
な
に
・
・
・
・
・
・
・
・

　
泣
い
て
ん
の
よ
ぉ
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。

　
あ
た
し
は
ぁ
・
・
・
・
・
・
・
・
・
！
！
！
」

唇
を
噛
み
締
め
、
机
を
ド
ン
っ
と
叩
い
た
。

日
番
谷
は
扉
を
閉
め
て
ド
ア
の
向
こ
う
で
大
泣
き
す
る
松
本
の
声
を
聞
い
て
い

た
。
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「
ま
・
・
・
た
ま
に
は
泣
く
の
も
い
い
よ
・
・
・
・
・
」

松
本
の
思
い
が
強
す
ぎ
て
、
灰
猫
と
同
調
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
松
本
の
夢
を
み

た
の
か
・
・
・
・

そ
れ
は
わ
か
ら
な
い
が
・
・
・
・
・
・

あ
い
つ
も
色
々
大
変
だ
っ
た
ん
だ
な
・
・
・
・
・
・

あ
そ
こ
ま
で
取
り
乱
す
ほ
ど
、

市
丸
の
こ
と
を
好
き
だ
っ
た
っ
て
こ
と
か
・
・
・
・
・
・

俺
は
、
雛
森
の
と
こ
に
顔
だ
す
か
な
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

あ
い
つ
も
重
症
だ
よ
な
・
・
・
・
・
・
・
・
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は
ぁ
・
・
・
・
・

終
わ
り
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

夢旅人
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